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ＪＮＣ株式会社（東京都千代田区、社長：後藤泰行）は、当社子会社であるＪＮＣファイバーズ株式会社守山

工場に、スルーエア不織布の生産設備を新設することといたしました。 

◇ － － ◇ － － ◇ － － ◇ 

ＪＮＣグループは、生活にかかせない衛生材料向け熱接着性複合繊維（ＥＳ繊維）の製造販売を主力事業

の１つとし、主に大手衛生材料メーカーに原綿や不織布を供給しています。 

 

ＥＳ繊維は融点の異なる２種類の樹脂から製造され、熱風により加熱することで繊維が互いに接着し、スル

ーエア不織布を形成します。スルーエア不織布は嵩高、柔軟性に優れ、また接着剤を使用しない肌に優しい

不織布です。この特徴を活かし、当社のＥＳ繊維は紙おむつ、生理用品など生活にかかせない製品に用いら

れています。 

 

世界の衛生材料市場は、ＡＳＥＡＮを中心とした新興国の生活水準の向上と先進国における高齢化により

拡大を続けており、これに伴いスルーエア不織布の需要も増加しております。 

 

これまで当社グループは、アジア衛生材料市場の伸長に対応し、中国及びタイでスルーエア不織布の生産拠点

を拡充してまいりましたが、日本国内におけるインバウンド需要に対応するため国内に不織布の生産設備を新設し

ます。 

スルーエア不織布の生産拠点は、中国の広州市、常熟市、タイのラヨーン県に次いで４ヶ所目となります。 

 

当社グループは今回の設備の導入により、繊維事業の中核拠点である守山工場の技術力強化を図り、一

層の事業拡大を目指してまいります。 

 

＜新設設備の概要＞ 

（１）所在地 滋賀県守山市川田町２３０ 

（２）投資額 約１８億円 

（３）生産品目 スルーエア不織布 

（４）設備能力 約３，６００ｔ／年 

（５）工事着工 ２０１６年１月（予定） 

（６）工事完了 ２０１７年５月（予定） 

 

以上 

 

【本件に関するお問い合わせ先】 

ＪＮＣ株式会社 総務部広報室 03-3243-6370 

不織布生産設備新設に関するお知らせ 


